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総 会 議 事 録 

 

１．開催日時  令和４年２月１０日（木） 午前９時３０分 

 

２．開催場所  瀬戸内市役所 ２階 大会議室 

 

３．農業委員  １１名中１１名出席し、その氏名は次のとおり 

尾 上 昭 則  藤 原 和 正  太 田   修 

小 林 桂 治  石 黒 五 月  宮 本 英 美  

  藤 原 由 果  大 森 茂 利  由 喜 門  尊 

  出 射   實  久 山 英 之 

  欠席委員 

 

４．議事に参与した者 

事務局長 服部 博昭 

事 務 局  青木 潔 

  事 務 局 坂本 隆也 

 

５．議事内容 

  第１号議案 農地法第３条許可申請について 

第２号議案 農地法第５条許可申請（県知事進達）について 

第３号議案 農地転用事業計画変更承認申請について 

第４号議案 農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画について 

（利用権設定） 

 

 

そ の 他  
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事 務 局 長 開会を宣言する（午前９時３０分） 

定刻となりましたので、これより令和３年度瀬戸内市農業委員会、第

１１回の総会を始めさせていただきます。それでは開会にあたりまし

て、藤原会長よりごあいさつを申し上げます。 

議長 (会長 )  おはようございます。新年あけましておめでとうございます。コロナ

ウイルスで瀬戸内市も大変なことになっております。個々人何がある

かわかりませんのでくれぐれもお気を付けてください。それでは、本

日も複数案件がございますので、皆様の適正な審査、ご意見のほどよ

ろしくお願いします。 

事 務 局 長 ありがとうございました。ただいまの農業委員の出席数は定数１１名

のうち１１名ということで、瀬戸内市農業委員会総会議事規則第７条

により、この総会が成立していることをご報告いたします。以降の議

事の進行につきましては藤原会長よろしくお願いします。 

議    長  それでは、本日の議事録署名委員さんを指名させて頂きます。本日の 

署名委員さんに太田委員、尾上委員、よろしくお願いします。 

早速ですが、議題の方に入らせて頂きます。まず、第１号議案農地法

第３条許可申請について、事務局から説明をお願いします。 

事  務  局 それでは、議案資料の１頁目をご覧ください。農地法第３条許可申請 

についてでございます。 

【１番案件】 

        譲受人「■■■■■■■■■■ ■■ ■ ■■■ ■■」。譲渡人

「■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■ ■ ■■■ ■■■」。

農地の所在地は「牛窓町牛窓 ３３２」。登記、現況地目はいずれも

「田」。面積は 468㎡。「牛窓町牛窓 ３３５－８」。登記、現況地

目はいずれも「畑」。面積は 3568 ㎡。「牛窓町牛窓 １００７－６」。

登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は 520㎡。「牛窓町牛窓 １

１５４－２」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は 1163㎡。譲

受人の農地までの距離は５００ｍ。耕作面積は２０，５０５㎡となっ

ております。家族数及び耕作者数はいづれも２名。取得の理由は「贈

与」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、

所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 
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        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲受人が高齢によって管理が出来ないため行

う所有権移転。本件の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的か

つ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考えられます。なお、

事務局と担当委員の岡﨑委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状

況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【２番案件】 

        譲受人「■■■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■■■■

■」。譲渡人「■■■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■

■」。農地の所在地は「牛窓町牛窓 ４７７１－１」。登記、現況地

目はいずれも「畑」。面積は 734 ㎡。「牛窓町牛窓 ４７７１－４」。

登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は 72㎡。「瀬戸内市 牛窓町

牛窓 ４７７２」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は 808 ㎡。

譲受人の農地までの距離は２００ｍ。耕作面積は１５，４５２㎡とな

っております。家族数及び耕作者数はいづれも２名。取得の理由は

「増反」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。

なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 
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        第２項第７号について、譲渡人が耕作、管理が出来ないことによる所

有権移転。本件の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総

合的な利用の確保に支障は生じないものと考えられます。なお、事務

局と担当委員の服部委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等

を確認済です。 

【３番案件】 

        譲受人「邑久町豊安３９８番地 有限会社 柴田農産 代表取締役 

柴田 孝治 農業」。譲渡人「■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■

■■ ■■」。農地の所在地は「邑久町豊安 ４２５」。登記、現況

地目はいずれも「田」。面積は 2324㎡。「邑久町豊安 ４８６」。登

記、現況地目はいずれも「田」。面積は 1301㎡。譲受人の農地までの

距離は３００ｍ。耕作面積は２９０，９９９㎡となっております。家

族数及び耕作者数はいづれも４名。取得の理由は「増反」によるもの。

譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によ

るもので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「有限会社 柴田農産」さんは、経

営農地を全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有して

おり、耕作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと

見込まれます。 

        第２項第２号について、譲受人は農地所有適格法人でありますので、

適用はありません。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲受人が利用権設定者が譲受人の所有権移転。

本件の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用

の確保に支障は生じないものと考えられます。なお、事務局と担当委

員の山﨑委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済で

す。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【４番案件】 

        譲受人「■■■■■■■■■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■」。

譲渡人「■■■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。農
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地の所在地は「邑久町山手 ２４１５」。登記、現況地目はいずれも

「田」。面積は 2019㎡。譲受人の農地までの距離は５００ｍ。耕作面

積は８，６１２㎡となっております。家族数及び耕作者数はいづれも

２名。取得の理由は「増反」によるもの。譲渡理由は「相手方の要

望」によるものです。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ 

■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■ ■■■」さんは、経営農

地を全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、

耕作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込ま

れます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人による継続的な耕作不可能のため譲受

人が代わりに耕作を行う旨の所有権移転。本件の権利取得により周辺

の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないも

のと考えられます。なお、事務局と担当委員の大河原委員で現地調査

を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【５番案件】 

        譲受人「■■■■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■■■

■■」。譲渡人「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■

■■ ■■■ ■■」。農地の所在地は「瀬戸内市 邑久町福中 ９

６７－１」。登記、現況地目はいずれも「田」。面積は 1090㎡。譲受

人の農地までの距離は３ｋｍ。耕作面積は８，４２６㎡となっており

ます。家族数及び耕作者数はいづれも１名。取得の理由は「増反」に

よるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有

権移転によるもので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕
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作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人による継続的な耕作不可能のため譲受

人が代わりに耕作を行う旨の所有権移転。本件の権利取得により周辺

の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないも

のと考えられます。なお、事務局と担当委員の佐藤委員で現地調査を

行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【６番案件】 

        譲受人「■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■■■■■■」。

譲渡人「■■■■■■■■■ ■■■ ■■ ■■■ ■■」。農地

の所在地は「邑久町豊原 ４１１－２」。登記、現況地目はいずれも

「畑」。面積は 322㎡。「邑久町豊原 ４１２」。登記、現況地目は

いずれも「畑」。面積は 330 ㎡。譲受人の農地までの距離は２００ｍ。

耕作面積は８，７６５㎡となっております。家族数及び耕作者数はい

づれも１名。取得の理由は「増反」によるもの。譲渡理由は「相手方

の要望」によるものです。なお、所有権移転によるもので１０ａあた

り■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 
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        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲受人が高齢によって管理が出来ないため行

う所有権移転。本件の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的か

つ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考えられます。なお、

事務局と担当委員の田中委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状

況等を確認済です。以上のことから、農地法第３条第２項各号には該

当していないため、許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【７番案件】 

        譲受人「■■■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■■■■

■」。譲渡人「■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■ ■■ 

■■■ ■■■■■■■■■■■■■■■ ■■■ ■■ ■■」。

農地の所在地は「長船町飯井 １３６６－１」。登記、現況地目はい

ずれも「田」。面積は 181 ㎡。「長船町飯井 １３６７－１」。登記、

現況地目はいずれも「田」。面積は 479㎡。「長船町飯井 １３７

７」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は 287㎡。譲受人の農

地までの距離は８ｋｍ。耕作面積は７，１３７㎡となっております。

家族数及び耕作者数はいづれも１名。取得の理由は「贈与」によるも

の。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転

によるもので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人による継続的な耕作不可能のため譲受

人が代わりに耕作を行う旨の所有権移転。本件の権利取得により周辺

の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないも
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のと考えられます。なお、事務局と担当委員の福池委員で現地調査を

行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、本来であれば、担当委

員さんのご意見を伺うところではありますが、規模縮小により、推進

委員の出席を控えていただいておりますので、事務局より各担当委員

から聞き取った内容を代読してもらいます。それでは、１番案件から

順に説明をお願いします。 

事 務 局  １番案件についてご説明します。譲受人と譲渡人は叔父と甥の関係で、

譲渡人は県外に住んでいます。これまで、この農地の耕作は市内に住

む親戚が行っており、今後も耕作を自身で行うことがないため、譲受

人に譲り渡すことで話がまとまりました。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、２番案件について、お 

願いします。 

事 務 局   ２番案件についてご説明します。譲渡人が今後耕作を行う予定も無い

ため、譲受人に相談したところ耕作を代わりに行ってもいいとのこと

で話がまとまりました。特に問題ありません。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、３番案件について、お

願いします。 

事 務 局   ３番案件についてご説明します。譲当該申請地はこれまでも譲受人が

耕作しており、この度、譲渡人と話がまとまり購入することになりま

した。特に問題はありません。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、４番案件について、お

願いします。 

事 務 局   ４番案件についてご説明します。譲渡人が高齢により、今後耕作や管

理が出来ないとのことで、譲受人に相談したところ話がまとまりまし

た。特に問題ありません。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、５番案件について、お 

願いします。 

事 務 局   ５番案件についてご説明します。譲渡人は現在市外に住んでおり今後、

耕作も管理も出来ないため、譲受人に相談したところ譲受人が取得し

耕作を行うことで話がまとまりました。特に問題ないと思います。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、６番案件について、お

願いします。 

事 務 局   ６番案件についてご説明します。譲渡人が高齢により、今後耕作が出

来ないため、譲受人に相談したところ話がまとまりました。譲受人も

現在、手広く耕作を行っている方なので特に問題ありません。 
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議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、７番案件について、お

願いします。 

事 務 局   譲渡人が農地を手放したいと考えており、この度、譲受人に相談した 

ところ、代わりに耕作を行っても良いとのことで話がまとまりました。

特に問題ないと思います。 

議    長   はい、ありがとうございました。以上で担当委員さんからの意見の代

読は終わりましたが、何かご意見、ご質問がありましたらお願いしま

す。 

（意見なし） 

議    長 ご意見ないようですので，採決に入らせていただきます。 

ただ今の第１号議案農地法第３条許可申請、１番案件から７番案件に

ついて、許可に賛成の方、挙手願います。 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可を決定させて頂きます。 

続きまして、第２号議案、農地法第５条許可申請について、事務局の

説明をお願いします。 

事 務 局  それでは議案資料２～４頁目をご覧ください。第２号議案農地法第５

条許可申請についてご説明いたします。 

【１番案件】 

  譲受人「■■■■■■■■■■■■ ■■■ ■■ ■■」。譲渡人

「■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■■ ■■ ■■」。土地

の所在地は「邑久町北島 ７４２－１」。地目は「畑」。面積は

227 ㎡。「邑久町北島 ７４２－２」。地目は「畑」。面積は 101 ㎡。

「邑久町北島 ７４３」。地目は「畑」。面積は 70㎡。転用目的は

「倉庫」。施設の概要は「倉庫 １棟 ７３．２２㎡」農地区分は第

２種農地で普通畑となっております。資金は、■ ■となっておりま

す。隣地への被害はありません。なお、所有権移転によるもので１０

ａあたり■ ■となっております。また、農用地区域外農地でありま

す。資料８ページをご覧ください。牛窓邑久西大寺線より北へ約３０

０ｍところに位置しております。 

【２番案件】 

  譲受人「牛窓町牛窓３１８８番地１ 建設業 康愛産業株式会社 代

表取締役 友野 顕」。譲渡人「■■■■■■■■■■■■■■■■

■ ■■■ ■■ ■」。土地の所在地は「邑久町豊原 ３２９」。

地目は「田」。面積は 2024㎡。転用目的は「事務所 倉庫 露天駐車

場」。施設の概要は「事務所 １棟 ２８３．５０㎡」「倉庫 １棟 

８５．５０㎡」農地区分は第２種農地で収量は米４８０ｋｇとなって

おります。資金は、■ ■となっております。隣地への被害はありま

せん。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となってお
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ります。また、農用地区域外農地であります。資料９ページをご覧く

ださい。ナフコ邑久店より南西へ約１５０ｍところに位置しておりま

す。 

【３番案件】 

  譲受人「岡山県岡山市東区古都宿９４番地１７ 建設業 エムビー・

ケイ株式会社 代表取締役 小引 正己」。譲渡人「■■■■■■■

■■■■ ■■ ■■ ■」。土地の所在地は「邑久町本庄 ４８１

３」。地目は「田」。面積は 1244㎡。転用目的は「露天資材置場」。

農地区分は第２種農地で収量は米４５０ｋｇとなっております。資金

は、■ ■となっております。隣地への被害はありません。なお、所

有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となっております。また、

農用地区域外農地であります。資料１０ページをご覧ください。(株)

ヨシナガファインテックより北西へ約１３０ｍところに位置しており

ます。 

【４番案件】 

  譲受人「■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■■■■

■ ■■■ ■■ ■■」。譲渡人「■■■■■■■■■■■ ■■

■■ ■■ ■■■■」。土地の所在地は「長船町土師 ７０２－

１」。地目は「田」。面積は 147㎡。転用目的は「一般住宅」。施設

の概要は「２階建て １棟 ５９．６２㎡」農地区分は第２種農地で

収量は米４２０ｋｇとなっております。資金は、■ ■となっており

ます。隣地への被害はありません。なお、所有権移転によるもので１

０ａあたり■ ■となっております。また、農用地区域外農地であり

ます。資料１１ページをご覧ください。長船土師郵便局より北西へ約

２３０ｍところに位置しております。 

【５番案件】 

  譲受人「岡山県岡山市中区藤原西町二丁目７番３４号 建設業 大和

クレス株式会社 代表取締役 中田 美佐」。譲渡人「■■■■■■

■■■■■ ■■ ■■ ■」。「■■■■■■■■■■ ■■ ■

■ ■■」。「■■■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■」。「■

■■■■■■■■■■■ ■■■ ■■ ■■」。「■■■■■■■

■■■■ ■■ ■■ ■」。「■■■■■■■■■■■■ ■■ 

■■ ■■」。「■■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■■」。土

地の所在地は「長船町福岡 １４９３」。地目は「畑」。面積は

198㎡。「長船町福岡 １４９４－２」。地目は「畑」。面積は

271㎡。「長船町福岡 １４９５－１」。地目は「畑」。面積は

808㎡。「長船町福岡 １４９５－２」。地目は「畑」。面積は

297㎡。「長船町福岡 １４９５－３」。地目は「畑」。面積は
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377㎡。「長船町福岡 １４９５－４」。地目は「畑」。面積は

358㎡。「長船町福岡 １４９６－１」。地目は「畑」。面積は

2512㎡。転用目的は「露天資材置場」。農地区分は第２種農地で普通

畑となっております。資金は、■ ■となっております。隣地への被

害はありません。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■

となっております。また、農用地区域外農地であります。資料１２ペ

ージをご覧ください。マンネン酢(株)より東へ約１５０ｍところに位

置しております。 

【６番案件】 

  借人「広島県福山市南蔵王町六丁目２６番７号 販売業 株式会社ハ

ローズ 代表取締役 佐藤 利行」。貸人「■■■■■■■■■■■ 

■■■■ ■■ ■」。「■■■■■■■■■■■ ■■■ ■■ 

■■」。「■■■■■■■■■■ ■■■ ■■ ■■」。「■■■

■■■■■■■■■■■■■ ■■■■ ■■ ■■」。「■■■■

■■■■■■■■■■■■■■ ■■■ ■■ ■■」。土地の所在

地は「長船町服部 ５０４－２」。地目は「田」。面積は 1235㎡。

「長船町服部 ５１０－１」。地目は「田」。面積は 1225㎡。「長船

町服部 ５０５－２」。地目は「田」。面積は 1657㎡。「長船町服部 

５０８－１」。地目は「田」。面積は 1020㎡。「長船町服部 ５０

９」。地目は「田」。面積は 720㎡。「長船町服部 ５１１－１」。

地目は「田」。面積は 2363㎡。転用目的は「貸店舗」。施設の概要は

「店舗 １棟 3693.40㎡」農地区分は第２種農地で収量は米 420ｋｇ

となっております。資金は、■ ■となっております。隣地への被害

はありません。なお、賃貸借設定によるもので１０ａあたり■ ■と

なっております。また、農用地区域外農地であります。資料１３ペー

ジをご覧ください。ハローズ長船店より北へ約５０ｍところに位置し

ております。 

【７番案件】 

  譲受人「■■■■■■■■■■ ■■■■■ ■■ ■■」。譲渡人

「■■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■」。土地の所在地は「長

船町長船 ８９３－１」。地目は「田」。面積は 934㎡。転用目的は

「長屋住宅」。施設の概要は「２階建て １棟 295.38㎡」農地区分

は第２種農地で収量は米 420ｋｇとなっております。資金は、■ ■

となっております。隣地への被害はありません。なお、所有権移転に

よるもので１０ａあたり■ ■となっております。また、農用地区域

外農地であります。資料１４ページをご覧ください。グループホーム 

星の家より南西へ約１５０ｍところに位置しております。 
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議    長 はい、ありがとうございました。事務局の説明が終わりました。続き 

まして、担当委員さんのご意見を事務局より代読します。１番案件に

ついて、お願いします。 

事  務  局  １番案件についてご説明します。譲受人は申請地の近所に居住してお

り、メダカの養殖等を行っているが、この度養殖用の水槽を置く場所

が手狭となったため、譲渡人に相談し、申請地を利用することになっ

たそうです。近隣には農地もほとんどないため、影響等もないので特

に問題ありません。 

議    長   はい、ありがとうございました。続いて、２番案件について、お願い

します。 

事  務  局  ２番案件についてご説明します。譲受人は現在市内で事業を行ってい

るが、現在の敷地では資材等を置く場所が手狭となったため、この度

申請地に事務所、倉庫、資材置場を建築する計画となりました。排水

等についても特に問題なく、利用計画もしっかりしているので近隣農

地にも影響はないと思います。 

議    長   はい、ありがとうございました。続いて、３番案件について、お願い

します。 

事  務  局  ３番案件についてご説明します。譲受人は現在申請地の隣接地を資材

置場として利用しているが、事業規模が拡大したため、資材置場が手

狭となり、隣接地を造成し敷地拡張を行いたいとのことです。近隣農

地にも特に影響は無く、排水についても集水桝を新たに設けるとのこ

となので排水関係についても特に問題ないと思います。 

議    長   はい、ありがとうございました。続いて、４番案件について、お願い

します。 

事  務  局  ４番案件についてご説明します。譲受人はこの度、子供の成長に伴い、

居宅の建築計画を立てました。当該申請地は、譲受人の妻の実家から

近く、将来、妻の両親のお世話をするにあたっても距離が近いため便

利が良いと判断したそうです。譲渡人とも話がまとまり、排水等につ

いても了承を得られたとのことだったので、特に問題ないと思います。 

議    長   はい、ありがとうございました。続いて、５番案件について、お願い

します。 

事  務  局  ５番案件についてご説明します。譲受人は申請地の北側で事業を行っ

ており、この度、製品の資材置場が手狭となったため工場南側の申請

地を資材置場として利用するとのことです。近隣には様々な会社もあ

り、農地もほとんどないので近隣農地に与える影響は無いと思います。

また排水等についても了承を得ているようなので特に問題ありません。 
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議    長   はい、ありがとうございました。続いて、６番案件について、お願い

します。 

事  務  局  ６番案件についてご説明します。譲受人は現在、申請地の隣地でハロ

ーズを営業しており、今回は申請地を造成し、貸店舗経営を行い、ジ

ュンテンドーに貸し出す予定とのことです。隣地の同意、 排水につ

いても地元の土木委員から了承を得ており問題ないと思います。また、

用水路の付替えがあるそうですが、こちらについても、土木委員から

了承を得ることができているそうなので問題ないです。 

議    長   はい、ありがとうございました。続いて、７番案件について、お願い

します。 

事  務  局  ７番案件についてご説明します。譲受人と譲渡人は親子関係で、譲渡

人は今後も耕作を行うこともないため、土地の有効利用をするために

共同住宅の建築を計画したそうです。隣地の同意も取れ、排水につい

ても地元の土木委員さんから了承も得れたので特に問題ないと思いま

す。 

議    長   はい、ありがとうございました。以上で担当委員さんからの意見の代

読は終わりましたが、何かご意見、ご質問がありましたらお願いしま

す。 

（意見なし） 

議    長 ご意見ないようですので，採決に入らせていただきます。 

ただ今の第２号議案農地法第５条許可申請、１番～７番案件について、

許可意見に賛成の方、挙手願います。 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可意見として決定させて頂きます。 

  続きまして、第３号議案、農地転用事業計画変更承認について、事務

局の説明をお願いします。 

事  務  局   それでは議案資料５頁目をご覧ください。第３号議案農地転用事業計

画変更申請承認についてご説明いたします。 

【第３号議案農地転用事業計画変更申請承認について議案書をもとに朗

読】 

議    長   はい、ありがとうございました。それでは、ただいまの第３号議案に

つきまして何かご意見、ご質問ありましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

それでは、ご意見ないようですので、意見がないものとして農業委員

会として意見を付してよろしいか。 

（全員賛同の声） 

それでは意見なしといたしまして、続いて、採決に入らせて頂きます。 

        第３号議案 農地転用 事業計画変更申請承認について、許可に賛成

の方は挙手をお願いします。 
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（賛成者挙手） 

議    長  はい、全員賛成ということで、承認とさせていただきます。 

続きまして、第４号議案、農業経営基盤強化促進法による農地利用集

積計画について（利用権設定）ということで、事務局の説明をお願い

します。 

事  務  局   それでは第４号議案農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計

画についてご説明いたします。議案資料６～７頁目をご覧ください。 

【第４号議案農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画につ

いて議案書をもとに朗読】 

以上、事務局からの説明を終わります。 

議    長   はい、ただ今の第４号議案につきまして何かご意見、ご質問がござい

ましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

  ご意見ないようですので、第４号議案につきまして、承認とさせてい

ただきます。 

それでは最後のその他の項目に入らせていただきます。事務局、お願

いします。 

事  務  局   まず、今後の総会の予定を申し上げます。令和４年３月の通常総会に

ついては３月１０日木曜日に瀬戸内市中央公民館 視聴覚室で開催予

定となっております。令和４年４月の通常総会につきましては、４月

２０日水曜日に瀬戸内市役所 本庁 ２階大会議室で開催予定となっ

ております。 

議    長   他にご意見・ご質問はありませんか。 

それではご意見もないようですので、これをもちまして、令和３年度

２月の総会を閉会とさせて頂きます。 

ありがとうございました。 

 

（午前１０時００分 閉会） 
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上記議事録を作成し、その相違ないことを証するためここに署名押印

する。 

 

令和４年２月１０日 

 

議   長    

 

署 名 委 員      

 

署 名 委 員    

 


